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谷田亀寿（１８８９～１９７２）

　郷土史の研究に一生を捧げ、地方文化の向上に大きな足跡を残した谷田亀寿は明治２２年１０月２５日、倉吉市清谷（旧日下村清谷）に生まれた。

　亀寿の父注柄は清谷の旧家船越家の出で同じ清谷、谷田家に養子に入り俳人としても名高く近在に知られた人であった。


　明治２２年、帝国憲法の発布、翌２３年、帝国議会が開設され我が国は近代国家としてその体裁を急いで整えていく時期である。

　４人兄弟の長男亀寿は両親の愛情を一身に受けながら成長していった。春・夏には清谷の西に大きく流れる天神川に遊び、秋には裏の山に木の実を求め友と遊び戯れていったことであろう。


　明治２９年、日下尋常小学校入学、続いて鳥取県教育会教員講習所に学んだ。同校を卒業するや日下村役場に勤務するものの兵役に服し、明治４１年４月、由良尋常小学校に代用教員として勤務。これが昭和２８年河北農高を退職するまでの実に４５年間の長きにわたって教育に、郷土史の研究にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ていしん),挺身)する契機となったのである。


　ところで船越家は旧家であり神職を兼ねていたがゆえに収蔵されている古文書類も多く、船越家に出入りする度に亀寿はその古文書を目にする機会も多かったものと思われる。亀寿はやがて古文書を見ながら船越家の祖先を探ることに気持ちが動いていった。そして祖先探しがいつしか歴史への尽きない興味へと広がり、生涯をかけた郷土史研究へとつながっていったのである。

　教師としての亀寿は訓導に昇格し小鹿尋常小学校へ、そして舎人、竹田尋常小学校に大正１１年３月まで勤務している。

　青年教師の亀寿は自然の中で純真な子供たちにその愛情をいっぱい注ぎながら一心に教育実践に励んでいったことであろう。

　職員会、研究会ではいつも自分の信念を披瀝し決して曲げることはなかったという。


　やがて、亀寿にとって彼の郷土史研究をより一層深める転機が訪れた。宇野尋常小学校への転勤である。


　大正１１年４月から昭和１３年３月までの１６年間の長きにわたって勤務している。この時期、亀寿は田後の朝倉つると結婚している。新婚生活とはいえ暇さえあれば歴史書をむさぼり読む日々であったという。


　夫人つるとの結婚が田後に居を構えさせることになった。


　通勤の途中、日々橋津馬ノ山古墳を眺めていくうちに彼の胸に馬ノ山古墳が大きな位置を占めるようになった。休日には馬ノ山に登り実測を繰り返し中国地方有数の規模を持つ古墳であることを突き止め、当時新進の歴史学者として学界で注目を集めつつあった京都大学の梅原博士に紹介した。このことが縁となって終生亀寿は梅原博士と固い友情で結ばれお互いに尊敬しあうことになった。後年、博士は子息穎郎に「オ前ノ親父ハ古代モ中世モ何デモ出来ルカラ私ハツイテユケヌ。若イ頃オ前ノ親父ト手弁当、地下足袋デ歩キ廻ツタモノダ。」としみじみ述懐されたという。


　この時期の亀寿は彼の研究生活の中でも最も油が乗り切っていたころであった。勤務のかたわら宇野、本尾崎庭園を調査し、水琴窟を発見し世に紹介している。


　また、有名な伯耆国河村郡東郷庄絵図について、宇野村郷土誌に、「倭文神社昇格願提出前に同社の社司湯浅織寛君没後後任社司手嶋道雄君の手によりて模写され更に花見村野花松尾神社社司荒井了介君に依属されて昭和５年７月６日伝写したのが之である。」と述べているが、早くからこれらの研究に取り組み、学界で発表している。研究に没頭していた亀寿ではあったが時に古文書の解読が進まない時、何日も呻吟しようやく解読できたその喜びをうれしそうに酒を飲みながら饒舌に夫人や子息に語ったのだった。

　昭和初期、全国的に国民意識の高揚が叫ばれる中で、それに伴い郷土をみつめ直す気運が盛り上がっていた。県当局の奨励もあり各校で郷土史の編集が企画された。宇野校においても時の校長の発議により亀寿を中心に「宇野村郷土誌」の執筆編集が進められた。宇野村郷土誌の序文に郷土史にかける熱意、そして彼の人生観が表れていると思うので記してみる。

「お互に、生を此の世に享けて、土を踏み、草の香花の徴醺に陶酔することが出来るのは何より幸である。（中略）郷土の自然に育まれ、此の自然の恩恵に対して内的な生命を観照し、此の中に培はれた貴い歴史を顧みることは愉快であり、之を記録しておくことは将来の国民文化建設に資すること尠からざるものがあると思う。」

　多忙な教育実践のかたわらでの執筆である。時には深夜に及ぶことも珍しくなかった。ようやく昭和１２年２月に苦心は実り発刊された。今「宇野村郷土誌」の史料的価値は高い。

　このころ、近衛文麿が来県。三徳山に遊んだ。その折亀寿はその案内役を仰せつかっている。


　歴史研究一筋の亀寿は給料の大半を専門書の購入に充てるのが常であった。そして買い入れた本を横になりながら夜の更けるのも忘れて読みふけり、子息穎郎は、「ソレ以外ノ父ノ姿ハマツタク印象ニアリマセン。」と父をしのんでいる。


　したがっていつも清貧に甘んじなくてはならなかった。それを支えたのは夫人つるであった。吹雪の中をつるは天神川の小石の採石をし家計を助けたという。街道沿いに位置していた自宅には行きづりの旅人が一夜の宿を無心に夜毎訪れたという。しかし、どんなに貧窮していても決して亀寿と夫人つるは、「何モナイケド旅ノ方上リナサイ。」そういって快く家へ上げ、食事をふるまい、亀寿は未知の旅人にも旧知の間柄のように気さくに語りかけたものだという。


　国家総動員法が制定され、戦争への道をまっしぐらに突き進みつつあった昭和１３年河北実業学校に転じた。校種は異なれど、郷土史の研究に以前にも増して没頭していった。亀寿の授業を受けたかつての教え子たちは、「谷田先生ノ授業ハ本当ニ面白カッタ！」と異口同音に語っている。きっと亀寿がいつも自身の研究成果を語りそのため歴史が躍動し生徒が引きつけられたのであろう。

　昭和１６年、太平洋戦争勃発。亀寿は激変する時勢の中にありながらも東伯史教会副会長を勤めるなど考古学の研究に打ち込んでいった。

　亀寿の長男、典郎は大戦末期学徒兵として動員され、昭和２０年８月６日朝広島駅に到着した正にその瞬間原爆が投下され一瞬にして亡くなられたのである。この報に接した亀寿はしばらくの期間立ち上がることができなかったという。


　この大きな打撃からようやく立ち上がることができたのは研さんに励んでいる歴史研究のせいであり、そして前にも増して研究に打ち込んでいった。


　戦後、亀寿の研究は広く知られ、倉吉市誌の編さん委員に就任し、その執筆・監修に当たると同時に県文化財専門委員を歴任している。


　市誌編さんにかかわっていた昭和２８年、河北実業高校を退職した。半世紀近い教員生活に終止符を打ったのだ。その時、夫人つるはそのことによる家計の窮迫を心配していたが、亀寿はこれで本当に研究ができると言ったという。考古学研究に生涯をかけた亀寿の真骨頂がその言葉によく表れている。

　昭和２８年、町村合併により羽合町が誕生。その１０周年記念として町史の発刊が企画され、編さんが始まり、亀寿は編集委員長として編集委員の各氏とともに協力して編集に当たり研究の集大成としての意気をもち精力的に執筆を進めた。


　やがてその努力は報いられ昭和４２年町史前編の完成をみた。

　この年、亀寿にとって心血を注いだ町史前編の完成とともにうれしいことが続いた。彼の永年にわたる研究が認められたのである。政府は亀寿に勲４等瑞宝章の授与を決定したのだ。うれしかったであろう。また、亀寿と苦労を分かち合い、陰で支え続けてきた夫人つるにとっても大きな喜びであったにちがいない。

　これを受けて町は亀寿の叙勲を祝し祝賀会を催し多年にわたる亀寿の郷土史研究に一身を捧げたその努力と功績をたたえ、時の町長は次のように祝辞を贈っている。


　「谷田先生ニハ本当ニ永イ生涯ヲ郷土史研究家トシテヒタスラ研鑚ニ努メラレ、地方文化ノ開発向上ニ大キナ貢献ヲセラレタノデアリマスガ、ソノ功績ガ政府ノ認メルトコロトナツタノデアリマス。(中略)全国的ニモ数少ナイ困難ナ事業ニ従事サレタコトニヨリ高位叙勲ヲ受ケラレタ先輩ヲエタコトハ町民ニトツテコノ上ナイ光栄デアリ、限リナイヨロコビデアリマス。」


　祝賀会には彼の叙勲をわがことのように喜ぶ町内外の人たちで会場はうずまったという。


　前編の完成後、続いて町民の間から後編の発刊を望む声が大きく、それを受ける形で後編の発刊が決定した。編集は鋭意進められ亀寿は前編にも増して準備に全力を傾注していった。

　しかし、頑健で調査を繰り返していった亀寿ではあったが昭和４７年９月８日発病。同日脳血栓にて死去。享年８４歳。


　谷翁考古居士。


　亀寿にとって後編の完成を見ないで病に倒れたことはまことに残念であったろう。


　亀寿が全力を傾注して編集・執筆に当たった町史前編は全国的に高く評価され、その史料的価値も高く、日本各地の図書館はもちろん、アメリカ、カリフォルニア大学図書館等にも収蔵されている。

　いついつまでも元気で研究を深めて欲しい亀寿であったが彼の歴史にかけた夢とロマンスは今も多くの人たちの心の中に脈々と生き続け共感を呼んでいる。

